
難
波
抱
節
（
一
七
九
一
’
一
八
五
九
）
は
吉
益
南
涯
、
賀
川
藺
斎
、

華
岡
青
洲
、
弟
鹿
城
に
学
び
、
未
刊
の
名
著
「
胎
産
新
書
』
を
著

述
し
、
緒
方
洪
庵
か
ら
牛
痘
苗
を
譲
り
受
け
、
備
前
地
方
に
種
痘

を
普
及
さ
せ
た
大
医
で
あ
る
。
そ
の
他
外
科
に
関
す
る
著
書
と
し

て
瘡
瘍
新
書
、
乳
岩
弁
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
科
学

研
究
所
の
温
知
堂
文
庫
目
録
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ

門
人
の
手
で
描
か
れ
た
「
瘡
瘍
新
書
図
』
一
冊
の
み
が
残
さ
れ
て

い
る
Ｏ

抱
節
の
長
男
経
直
二
八
一
八
’
一
八
八
四
）
も
南
涯
、
胄
洲
、

藺
斎
、
藤
沢
東
眩
、
亀
井
昭
陽
の
順
に
学
び
、
最
後
に
豊
後
日
出

の
帆
足
万
里
に
学
び
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
帰
国
し
た
。
こ
の

時
、
帆
足
塾
で
書
写
し
た
邸
洪
川
の
『
引
痘
略
』
を
持
ち
帰
っ
た
。

こ
の
写
本
に
よ
り
抱
節
は
牛
痘
接
種
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

16

華
岡
門
難
波
抱
節
ら
の
蒙
汗
薬
（
麻
薬
）

の
使
用
に
つ
い
て

中
山
沃

て
、
洪
庵
に
分
苗
を
請
う
た
の
で
あ
る
。
帆
足
万
里
の
塾
へ
の
遊

学
の
途
中
、
大
洲
の
胄
洲
の
門
人
鎌
田
玄
台
の
名
声
を
聞
き
、
玄

台
を
訪
問
す
る
た
め
四
国
に
渡
っ
た
が
、
松
山
で
一
医
師
か
ら
玄

台
の
死
去
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
落
胆
し
、
船
で
瀬
戸
内
海
を
渡

り
、
防
・
長
州
を
経
て
帆
足
塾
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
後
日
、
帆

足
塾
を
訪
れ
た
大
洲
の
人
か
ら
玄
台
が
健
在
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
。
経
直
の
頸
部
に
腫
瘍
が
で
き
た
と
き
、
玄
台
の
治
療
を

受
け
よ
う
と
決
意
し
た
が
、
か
な
り
重
篤
で
あ
っ
た
の
で
万
里
は

帰
国
を
勧
め
た
た
め
、
面
接
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

嘉
永
四
年
二
八
五
一
）
玄
台
は
自
己
の
経
験
症
例
と
手
術
術
式
を

ま
と
め
、
「
外
科
起
廃
」
一
○
巻
を
刊
行
し
た
が
、
安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
死
去
し
た
。
経
直
は
こ
の
こ
と
を
郷
里
で
知
っ
た
。
玄
台

に
会
う
と
い
う
宿
志
は
消
え
て
し
ま
っ
た
が
「
外
科
起
廃
』
を
読

み
、
師
や
父
抱
節
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
や
自
ら
の
経
験
し
た
症

例
や
手
術
例
を
記
し
、
玄
台
の
「
外
科
起
廃
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
と
比
較
評
論
し
た
一
書
「
外
科
小
補
』
三
巻
を
著
述
し
た
。

自
序
の
末
尾
に
、
「
時
安
政
四
年
丁
巳
仲
冬
、
備
前
金
川
難
波
経
直

撰
子
岡
山
僑
居
忍
和
斉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
刊
行
さ
れ

な
か
っ
た
。

こ
の
「
外
科
小
補
」
上
巻
の
「
起
廃
甲
之
巻
、
麻
沸
湯
条
評
」
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に
、
「
麻
沸
」
の
字
は
『
後
漢
書
華
陀
伝
』
に
見
え
、
「
麻
沸
湯
」

は
「
傷
寒
論
大
黄
黄
連
潟
心
湯
条
」
に
見
え
る
が
如
く
、
湯
沸
の

時
、
涯
沫
（
浮
か
ぶ
泡
）
麻
子
の
如
き
を
謂
う
也
、
按
ず
る
に
「
麻

沸
湯
論
」
の
四
字
は
名
義
適
せ
ず
、
宜
し
く
改
め
「
用
麻
薬
論
」

の
四
字
に
作
る
べ
し
、
「
麻
薬
」
の
二
字
は
徐
春
甫
の
「
古
今
医
統
」

に
見
ゆ
、
又
「
蒙
汗
薬
」
は
「
忘
形
酒
之
目
」
に
あ
り
、
皆
酒
を

用
い
和
し
て
服
す
、
以
て
其
の
酔
迷
に
資
す
、
今
水
煎
之
を
用
う
、

散
服
或
い
は
吐
き
反
っ
て
其
の
効
を
少
な
く
す
、
西
医
或
い
は
外

敷
方
に
用
い
、
之
を
麻
す
、
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
下
巻
の

「
麻
薬
、
一
名
蒙
汗
薬
」
の
項
で
は
、
「
蒙
汗
は
張
介
石
の
資
蒙
医

径
鈷
骨
門
の
載
す
、
蒙
汗
薬
は
少
な
く
服
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
痛

み
を
止
む
、
多
く
服
す
れ
ば
汗
を
蒙
む
る
」
と
記
し
て
い
る
。
難

波
抱
節
一
門
の
麻
薬
の
一
般
用
法
及
び
乳
岩
切
除
時
の
使
用
に
つ

い
て
は
拙
著
「
備
前
藺
学
の
開
祖
児
玉
順
蔵
と
漢
藺
折
衷
医
難
波

抱
節
」
（
本
誌
三
八
巻
一
○
五
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
・

青
洲
は
抱
節
ら
に
も
麻
薬
の
処
方
に
つ
い
て
は
秘
密
に
し
、
伝

授
し
な
か
っ
た
の
で
、
抱
節
は
弟
子
と
と
も
に
自
ら
も
試
み
て
、

そ
の
処
方
を
定
め
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
曼
陀
羅
華
一
銭
二
歩
、

当
帰
、
川
言
、
天
南
星
、
白
正
各
二
分
で
、
各
々
を
細
か
く
砕
き

合
わ
せ
て
水
三
升
で
煮
て
、
一
升
に
煮
詰
め
る
。
春
夏
は
二
時
間

で
、
秋
冬
は
三
時
間
で
麻
薬
湯
が
で
き
あ
が
る
。
火
の
加
減
が
や

や
烈
し
い
と
湯
は
速
成
さ
れ
る
が
、
其
の
気
は
標
桿
で
用
い
る
の

に
適
し
な
い
。
青
洲
の
処
方
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
烏
頭
を
除
い
た

こ
と
で
あ
る
。
経
直
が
帆
足
塾
に
在
塾
中
、
烏
頭
入
り
の
麻
薬
を

用
い
て
患
者
の
袖
手
宿
（
包
茎
）
の
手
術
を
し
た
。
こ
の
時
、
烏
頭

の
毒
は
標
桿
な
の
で
、
除
い
た
方
が
良
い
と
考
え
、
こ
れ
を
師
万

里
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
賛
成
し
た
の
で
、
以
後
烏
頭
を
除
き
、

繰
り
返
し
試
み
自
信
を
え
た
。
こ
の
処
方
で
は
、
麻
倒
和
緩
、
醒

後
、
神
気
速
や
か
に
復
す
、
と
述
べ
、
毎
年
十
数
人
を
治
療
し
、

こ
の
五
十
年
間
、
其
の
功
奏
せ
ざ
る
者
無
し
、
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
経
直
著
「
温
古
知
新
医
学
範
（
明
治
九
年
刊
筥
で
は
、
「
歴
使

歴
験
、
殆
ど
七
十
余
年
、
百
挙
百
全
、
一
失
有
る
無
し
」
と
述
べ
、

更
に
最
近
用
い
ら
れ
て
い
る
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
は
す
ぐ
醒
め
、
頻
回

に
嗅
が
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
副
作
用
が
あ
り
危
険
で
あ
る
の
で
、

自
分
ら
の
用
い
て
い
る
麻
薬
が
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
力
説
し

て
い
る
。

難
波
一
門
で
は
麻
薬
を
乳
岩
以
外
に
、
脱
疽
、
尿
道
漏
孔
の
頑

肉
切
除
、
陰
茎
切
断
、
粉
瘤
切
除
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

（
兵
庫
県
西
宮
市
）
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